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環境の把握 コミュニケーション

◎

備考・予算等

特徴 一方の容器からもう一方へ、道具を使って物を移動させることで指先の発達を促す教材

作成上の
配慮点

・製氷皿に色のついた○シールを貼る。
・子どもの実態に合ったサイズや色のボールを用意。
　（フェルトボール、ビーズなど）
・実態に合う掴む道具を用意する。
　（トング、スプーン、箸など）

手立て
（指導上の
留意点）

・実態に応じてボールの大きさや素材を変えたり、掴む道具も段階的にトング→ピンセット→箸な
ど難易度を上げることで様々な子どもに対応できる。

◎

ねらい・めあて 目と手の協応、注視、課題への集中力

使い方 トングを使って小さなボールを掴んで移動させる

教材名

関連する自立活動
の六つの区分

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 身体の動き

あけ移し
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